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iはじめに

はじめに

研究資料化という営み
―水の上にパンを投げるように―

浅　見　　　洋　

（石川県西田幾多郎記念哲学館長）

　　 　あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。月日がたってから、それを見

出すであろう。

 －「コヘレトの言葉」11 章 1 節―

　サイズは B5 判から A5 判へと少し小ぶりになったが、今年度も無事に『西田

幾多郎未公開資料の研究資料化　報告８　2024』を刊行することができた。私が

哲学館の館長に就任したのは 2016（平成 28）年 4 月からであるが、大学を退職

し、館長職が主になったのが 2017 年度からだから、館長としての年月は研究資

料化事業とともにあったと言ってもよい。ただし、本報告書の制作、編集、発

行はほとんど研究員の努力に負うものである。内容は研究資料化事業（翻刻作業）

の「報告」、事業に関わって下さった方々の「寄稿」、そして「翻刻」の公表で

ある。特に「翻刻」に掲載している二次翻刻の成果物は研究資料化事業の華と言っ

てよい。それは西田幾多郎の手書きノート類（レポート、メモを含む）を研究員、

協力者らが Dropbox で共有し、複数で読み合わせしたものを文字に起こし、さ

らにそれに研究員が翻訳、典拠、注釈を加えた、当（まさ）に努力の結晶である。

　とはいえ、私たちの研究資料化事業の最終目的は「報告」に掲載した翻刻を

研究者に研究資料として活用していただくことである。そして、残念なことに、

これまで報告書に掲載した「翻刻」の活用はこの事業に直接的、間接的に関わっ

た研究者を除くとまだほとんどないと言ってよい。そんなふうに書こうとして

いた時、ふと思い浮かんだのが旧約聖書の「あなたのパンを水の上に投げよ」（「伝

道の書」11 章 1 節）という聖句である。

　「あなたのパンを水の上に投げよ」と呼びかけられたら、どうだろうか。いの

ちの糧であるパンがふやけてだめになってしまう事は目に見えている。もしか

したら魚や鳥たちの餌にはなるかもしれないが、ほとんどは無駄になり、虚し

く流されてしまうだけだろう。それは人間の社会的行為としては全く意味の無
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い、無益な行為ではなかろうか。そして、私たちの資料化事業も同じようなも

のでは ････。そんなことを連想しながら、手元にある新共同訳聖書を開くと「コ

ヘレトの言葉」11 章 1 節には「あなたのパンを水に浮かべて流すがよい」に続

いて、「月日がたってから、それを見出すであろう」と記されていた。私が暗記

していた聖句は 50 年ほど前に最も広く読まれていた口語訳聖書のもので、それ

も前半部だけであった。知恵文学の作者は、呼びかけに続いて「ずっと後の日

になって、あなたはそれを見出す」（口語訳）、「月日がたってから、それを見出

すであろう」（新共同訳）と結んでいたのである。

　確かに、以前に公表した資料がその存在さえ忘れていたころになって、必要

になったり、求められたりすることがある。昨年の師走に、高橋ふみの新カン

ト派理解を調べているという先輩研究者から手紙が届いた。高橋ふみ「Cohen の

体系的美学より見たるチェホフの『伯父ワーニャ』」が掲載されている雑誌『小

さき芽』、東京女子大学時代の高橋ふみの「卒業論文」、東京女子大学附属図書

館高橋ふみ記念文庫の「図書目録」などを持っていないか、という問い合わせ

があった。

　『小さき芽』は戦前の東京女子大学出身者が発行していたガリ版刷りの同人

雑誌である。問い合わせのあった論文はふみが東北帝国大学を卒業した翌年の

1930 年頃に書いたもので、1997 年に刊行した浅見洋編『未完の女性哲学者　高

橋ふみ資料集』（宇ノ気町教育委員会、非売品）に収録（60-64 頁）したものである。

所有していると思っていた『小さき芽』は見つからなかったが、幸いにも論文

のコピーが手元にあったので、それをスキャニングし、PDF 化したものをメー

ル添付でお送りした。

　高橋ふみの東京女子大学の卒業論文「プラトンのイデアに就いて（パイドン

を中心としたる）」（1925 年）は日本人女性が書いた最初の卒業論文と思われる

が、今から 30 年程前の資料調査では現物を見つけ出すことはできなかった。ま

た、1995 年に刊行した浅見洋編『東京女子大学附属図書館所蔵　高橋ふみ記念

文庫目録』（七塚町教育委員会、非売品）は、現在東京女子大学図書館が「高橋

ふみ記念文庫」として所蔵している戦前の洋書約 1000 冊の目録である。高橋ふ

みが 43 歳の若さで、伯父西田幾多郎の後を追うようにして世を去った後、同じ

く東京女子大学出身の妹たみ（改姓後、太田育子）が寄贈したもので、現在で

も東京女子大学では研究用図書として活用されている。フランス語、英語を除

くと大半はドイツ語の哲学書であり、第二次世界大戦前のドイツ哲学の基本的

文献はほぼ揃っている。この目録は手元に一冊残していたので、これも PDF 化

してお送りすることが出来た。



iiiはじめに

　思い起こすと、『資料集』に収録した「スピノザに於ける個物の認識に就て」（東

北帝国大学文科会編『文化』第 1 巻 5 号、1934 年）も、宮永孝「日本における

スピノザ」（2014 年）、石神豊「西田とカントに学ぶ（最終講義より）」（2017 年）、

中島隆博『日本の近代思想を読みなおす１　哲学』（2023 年）で取り上げられて

いた。

　高橋ふみの未公開資料を公開したのは 1995 年から 1997 年にかけてのことであ

る。だとすれば、月日がたってから『西田幾多郎未公開資料の研究資料化　報告』

に掲載した「翻刻」の題目名を、論文の「引用文献」の中に見出すことがある

かもしれない。コヘレトの箴言を信じて、今しばらくは資料化事業の『報告書』

を刊行しようと思っている。





草稿ノート他

写真

「自然科学と歴史学」草稿ノート１（030）表紙
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3写真−草稿ノート他−

「自然科学と歴史学」草稿ノート１（030）内部
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5写真−草稿ノート他−

1914年以降の集書手帳（095）内部

ヴィンデルバント、マイノングなどの名前が見える。
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7写真−草稿ノート他−

中田邦造「倫理学ノ根本問題　西田博士」（石川県立図書館所蔵）内部

京都帝国大学における西田幾多郎の哲学概論の受講ノート。
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